



































































































































































































































9) 今井章子，「ソーシャルワーク研究（そのil）」園田学園女子大学論文集15, 9, 1, 12頁
1980年。
10) 向上，「ソー シャルワー ク研究」 12頁， 1980年。
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そして，同居することと面倒をみること，みてもらうことの関係は別けて考えている
傾向のようである。特に老親への介護については，「施設・制度の不備への不満」の
調査結果がここ数年高まっているのはそのためで、あろう。同居という意味からは，老
後を託して安心，託されて本望という一致がみられないのである。同居していても面
倒みるのは別問題との意識がみられる。その面倒の内容は経済面ももちろんである
が，介護面への不安が高齢者，家族ともに一層高いのが特徴である11）。
こうしたことから，日本の親の扶養における高齢者への観点は，子として面倒みる
のはある程度は当然の義務かもしれないと思うが，現実の生活では介護面，経済面な
どの社会からの援助がどうしても必要，とする考え方に裏付けられた見方ができょ
う。また高齢者からの観点、は，同居はしたいが家族全体のことを考えると強くはょう
言わない。子どもに面倒をみてもらいたいが，迷惑はかけたくない。老後の不安は体
のことと経済のことなどが高い数値となっている。
こうしたデータは，心身健常な老親とその子や孫などの家族は，規範にとらわれず
に，折衷案として，ともに自立しかっ援助し合える生活を摸索していることを裏付
けている。しかし，家族が心身に疾病・障害を負うなど，なんらかの生活障害に直面
した場合に，扶養する家族には，社会的立場における効率主義，生活予備力の希薄
さ，社会資源の発達不足などから，折衷案を通しつづ、けたいができない葛藤が生ま
れ，扶養される家族もそのことを慮って葛藤が生まれるものと思う。その時の両者の
判断・決断・行動に影響する大切な要因が人間観であろう，と考えるのである。
まとめてみると，高齢者に関連した人間観を探る上で、の手掛りとして，歴史の示す
通り，明治，大正に続いてきた「観念論から脱した敬老思想」を基底に残したままの
生活上に，社会システムでは欧米の知識・技術の合理主義を移入し受け入れた。ここ
に「生活における場の均衡を保とうとする敬老思想をそなえた心情」と「欧米の個を
尊重する合理的な社会システムに合わせざるをえない心情」の両方を合わせもつ日本
の生活文化ともいえるひとつの側面が育ってきたと見てとれる。
昭和20年代以降の社会保障，社会福祉の，全国民を対象とした法制度の設置は，生
活の特に貧困の社会的要因について，消極的意味においてではあるが救済する意向を
示したものといわれる。いわゆる社会権の法的制定に関してであるが，現実には上記
のような生活文化におけるiLン情の側面を背景として社会福祉援助そのものにつながら
1) 対象は全国に居住する30歳以上60歳未満の男女2277人。出典総理府「高齢期の生活イメー
ジに関する世論調査」（1993年）『平成8年版厚生白書』 74頁。
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ない場合もある。たとえば，介護サービスの援助，福祉施設・制度の利用への潜在的
欲求はあるが意思表示はなされないとか，申請へ至るアクセスの前段階への支援に関
する，いわゆる自由権的内容に含まれるような生活の事象であっても，社会権的な積
極的介入（援助）の法的視点を必要としている生活者の心情が社会福祉実践を通して
見受けられる場合がある。それは，「生活の場の均衡を保とうとする敬老の心情」と
「欧米の個を尊重する合理的な社会システムに合わせざるをえない心情」の狭間にあ
り，自らの人間観を省みる葛藤の影響を意味しているとも考えられる。そうした視点
も人間観を探究することで明らかにしていく必要のある課題としておきたい。こうし
た社会的文化的な事実は，さらに，長寿化の進行，階級・階層の存在，教育，マスコ
ミ文化などの生活の基幹的部分からの影響を受けていると思うが，高齢者に関する日
本の生活文化をとらえるということからすると，生活に関連したさらに多くの他の領
域からの接近を必要としている。
3，高齢者の主体性へ働き掛ける社会福祉実践とは
高齢者虐待を減らすには，について「社会的支援システムが未整備のまま多くの家
族は介護の負担に耐えてきた。この構造が虐待を生む最大の要因である12）」との意見
がある。関連して，ここでは，高齢者自身はどう思っているのかということの考察を
とおして，高齢者主体の視点についてみていきたい。
（事例2), Bさんは夫婦二人暮らし。実の息子一家が近所に在住。夫は戦後まもな
く仕事で左下腿を失い義足の生活であり，最近，脳梗塞のために右半身が徐々に不自
由となり寝たきり状態となっていった。妻は微小性脳梗塞のため，軽度の痴呆があ
る。そうした二人の生活の年金は合わせて16万円程であり，住居の賃貸料と光熱費・
食費が主な支出であった。そして，夫婦は夏の熱さで脱水症状となり，息子夫婦へも
相談されたが，なかなか無理もいえないと思い民生委員に相談された。そして，最終
12) 萩原清子，「わが国における高齢者虐待の発生と福祉援助の課題 高齢者処遇研究会」実
態調査から一」月刊地域福祉情報，ジャパン通信社， 1994年
高齢者虐待を減らすためには，「従来，社会的・公的支援制度を前提とした在宅介護と，
私的ケアである家族介護とが混同され，結果として社会的支援システムが未整備のまま多く
の家族は介護の負担に耐えてきた。この構造が虐待を生む最大の要因である。したがってこ
れからは，家族介護と在宅介護は明確に区別され，家族介護は公的介護の補完と位置付ける
「介護の社会化」こそ虐待を減らす方向である」また，「高齢者虐待を起こさないためには，
高齢者と家族介護者それぞれの個人としての人権を擁護する視点が必要である」と述べられ
ている。
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的には入院をみずから希望され緊急避難的に入院された。入院中まもなくして， Bさ
んの妻が孫に年金通帳を渡したところ，息子夫婦がその年金を管理するようになった
ことが，病院への支払いが滞ったことから分った。
息子夫婦と病院で話し合いの機会をもった。結果は，①Bさん夫婦の病院への支払
いは息子が年金から払うことを約束。②Bさん夫婦からの「年金通帳を返して欲しし、」
とし、う意思を代弁。そして，③Bさん夫婦は隠居として賃貸に移り住んでいたことな
どがわかった。この結果の①②を伝えるとBさんは「あんまりきっくいうても仕方な
いな」と話され，息子は，施設に居てもらうと安心，それしか仕方がない，との感想
であった。
客観的には，家族内における金銭の搾取に準ずる問題であると思われる。高齢者自
身にとってみると，息子への理屈抜きの愛情と，その子との関係の維持，疾病を機に
増幅された自らの老化への失望感が伝わってくる。では官頭のように，社会的支援シ
ステムが完全に整備されて，家族は介護の負担に耐えなくてもよい状況になれば事例
のような現象はなくなるのであろうか。
これに触れて，高齢の親とその子について，高齢者と高齢にいたるまでの成人とに
分けて考えると，高齢者自身の思いと高齢にいたるまでの成人の思いが，互いを理解
する心情として特に生活面でうまくかみ合っていないのではないか，その原因は互い
の人間観の違いに要因があるのではと考える。そして，そこに働きかけるのも援助者
の人間観を基本とした知識・技術などである。
いじめや虐待に準ずるような行為は，高齢者と介護者間だけにみられる現象ではな
い。児童への，女性への，ホームレスへのなど，また夫婦間，保母と園児間，男女
間，職場の人間間など，そして場所は保育園から学校，会社，家庭，福祉関係施設な
ど多くでみられる。
もちろん違法な逸脱的社会行為などは，各領域・分野ごとに定義と原因研究がなさ
れ，法制度により細かな対応が必要であろう。ただ，共通していることは，人間同志
における力の差（たとえば，体力，腕力，能力，財力，権力，知力など）がはじめに
あり，力の強い方になんらかの抑圧の要因がふりかかった時に，本人の「人間観」の
うちにある偏見や差別などの心情が，身近にいる弱し、立場の者に影響するのではない
かということである。この抑圧の種類のなかの一つに社会的支援システムの未整備の
状況も含まれるのであろう。
もう少しみると， Bさんの心情はなぜ、「仕方なし、」と感じて，その言葉が表出され
ているのか。その主因は，ひとことでいうと実の息子とその家族との関係においての
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むなしさに対してであろう。その要因となっているのは，老化と疾病の避けられない
自然的な事実への辛さ，息子の自分に対する見方（人間観）とそれにもとづく関係者
の処遇の在り方への不満などであると考えられる。もちろんこれだけが要因のすべて
だとする短絡はできないものの，少なくとも， Bさんの心情にあるひとつの真実の部
分であることは間違いない。
先述のように，社会福祉の諸制度の量と質の充実がすすんでも，それらを利用する
利用者（本人とその家族）が「仕方なし、」との心情で日々を送るのでは，社会福祉実
践の目的としての人間生活における主体的契機への働きかけの実現はなしえていない
ということは明白である。
西欧文化における古代の観念論的老年観から科学的な老年観への変化は，高齢者が
畏敬をもった特殊な存在ではなく，老化により誰もが一定の心身の変化をたどること
の客観性をもって明らかにされてきたところである。しかし，科学的視点をもっ近代
社会においても，高齢者に関する人間観はその社会の文化の影響を受けて，その特徴
は敬老傾向や虐待傾向になる等さまざまであった。
われわれの人間観は，そこに生活する人間の社会的文化的な考え方によって常に形
成され続けているといってもよい。そうして，社会的文化的な考え方は，歴史的，自
然科学的な事実のもと，地球のいろいろな環境に適応する上での人類の長いこれまで
の経験と経過によって位置づけられた独自の生活文化とも呼べるものを形づくってき
たものと思われる。援助者もいきなり人権主張から援助介入するよりも，利用者との
生活のイメージ調整をすすめる方が現実に馴染んでいると受けとれる。また，この生
活文化の視点を抜きには，社会福祉援助の知識・技能は発揮できないものとも考えら
れるのである。
ここでの高齢者と家族の考え方の合意と相違は，単に家族間の人間関係のよしあし
にのみ左右されているのではなく，このように独自の生活文化の事実に影響された考
え方にも原因がみられるのである。そして，福祉が生活文化を対象とする所以は，社
会的文化的な考え方における福祉問題を発見することから出発し，人間観に関連した
分析視点を通して，自然環境における暮らし，他国他民族との暮らし他の動植物と
の暮らしへの在り方を社会に対して問題提起することに通じていると考えるからに
ほかならなし、。
高齢者に関する人間観の創造に影響する社会的文化的な考え方に関して，次の課題
としては「国際化と人権の諸問題」について，生活文化における国際化や，日本の生
活様式を踏まえた社会権・自由権の独自のとらえ方などの観点から考えたい。
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